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－造林の低コスト化を目指して－

「コンテナ苗を活用した急傾斜地における架線系高性能

林業機械一貫作業システム」

実証試験報告会・意見交換会開催

天竜森林管理署

「落石防護柵工（ロープ伏工）」（新潟県胎内市）

（撮影者：下越森林管理署）



森
林
・
林
業
の
再
生
及
び
持
続
的
な
森

林
経
営
の
推
進
を
図
る
た
め
に
は
、
作
業

コ
ス
ト
の
削
減
に
よ
る
採
算
性
の
向
上
が

不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
急
傾
斜
地
に
お
け
る
架
線
集

材
に
よ
る
効
率
的
な
作
業
シ
ス
テ
ム
の
必

要
性
が
高
ま
る
中
で
、
天
竜
森
林
管
理
署

に
お
い
て
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
低
コ
ス

ト
造
林
技
術
の
開
発
を
目
的
と
し
て
、
コ

ン
テ
ナ
苗
を
活
用
し
、
丸
太
の
生
産
か
ら

造
林
ま
で
を
一
体
的
に
行
う
「
架
線
系
一

貫
作
業
シ
ス
テ
ム
」
の
実
証
試
験
を
全
国

に
先
駆
け
て
着
手
し
て
い
ま
す
。

今
般
、
こ
の
実
証
試
験
に
お
い
て
得
ら

れ
た
成
果
や
課
題
等
に
つ
い
て
、
民
間
の

林
業
事
業
体
、
森
林
組
合
、
静
岡
県
、
浜

松
市
、
志
田
関
東
森
林
管
理
局
長
等
を
含

め
た
51
名
出
席
の
も
と
「
実
証
試
験
報
告

会
・
意
見
交
換
会
」
を
、
10
月
13
日
に
署

会
議
室
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

最
初
に
、
就
任
さ
れ
た
ば
か
り
の
中
谷

静
岡
県
森
林
組
合
連
合
会
代
表
理
事
か
ら

「
ノ
ダ
合
板
工
場
の
稼
働
や
東
京
オ
リ
ン

平成２７年１０月３０日 関 東 森 林 管 理 局 第１３６号（２）

天竜森林管理署架線系一貫作業システム

天竜森林管理署

実
証
試
験

報
告
会
・
意
見
交
換
会



ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
森

林
認
証
材
（
天
竜
材
）
の
活
用
等
、
木
材

安
定
供
給
体
制
の
確
立
が
急
務
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
山
側
の
生
産
性
向
上
の
取

り
組
み
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
」
と
の
来

賓
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【

報
告
会

】

報
告
会
で
は
、
ま
ず
、
天
竜
森
林
管
理

署
か
ら
昨
年
度
開
催
し
た
「
現
地
検
討
会

及
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
参
加
者
か
ら
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
た
、
主
伐
・
再

造
林
に
対
す
る
今
後
の
課
題
等
」
に
つ
い

て
報
告
し
ま
し
た
。

次
に
、
静
岡
県
森
林
・
林
業
研
究
セ
ン

タ
ー
か
ら
「
コ
ン
テ
ナ
苗
を
活
用
し
た
一

貫
作
業
シ
ス
テ
ム
作
業
効
率
の
分
析
」
と

題
し
て
実
証
試
験
の
結
果
と
し
て
、

①
急
傾
斜
地
に
お
け
る
コ
ン
テ
ナ
苗
の
植

栽
効
率
が
普
通
苗
に
比
較
し
、
１
・
５
倍

の
効
率
が
向
上
し
た
。

②
全
木
集
材
が
全
幹
集
材
に
比
べ
て
伐
倒

や
地
拵
え
の
省
力
化
に
つ
な
が
っ
た
。

③
集
材
架
線
に
よ
る
苗
木
運
搬
は
人
力
運

搬
に
比
べ
労
務
コ
ス
ト
が
削
減
し
た
。

一
方
、
全
木
集
材
に
お
け
る
枝
条
処
理

に
つ
い
て
は
、
林
外
に
持
ち
出
せ
る
よ
う

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
分
析
が
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
本
事
業
を
受
注
し
た
（
有
）
氏

原
林
業
か
ら
各
工
程
間
で
生
産
性
向
上
に

あ
た
っ
て
工
夫
し
た
ポ
イ
ン
ト
等
が
説
明

さ
れ
、
従
来
作
業
に
比
べ
て
作
業
シ
ス
テ

ム
生
産
性
（
伐
倒
・
集
材
・
造
材
巻
立
作

業
）
が
１
７
６
％
向
上
し
、
コ
ス
ト
は
79

％
削
減
で
き
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
天
竜
森
林
管
理
署
か
ら
実
証
試
験

地
に
お
け
る
シ
カ
対
策
に
つ
い
て
、
ロ
ー

カ
ラ
イ
ズ
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法
に
よ
る

職
員
自
ら
取
り
組
ん
だ
「
く
く
り
罠
の
捕

獲
結
果
」
に
つ
い
て
、

①
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
デ
ー
タ
の
解
析
に
よ

り
、
捕
獲
場
所
、
捕
獲
手
法
へ
反
映
さ
せ

る
こ
と
で
効
率
的
な
捕
獲
が
可
能

②
森
林
整
備
事
業
と
の
一
体
的
な
捕
獲
の

必
要
性

③
技
術
者
・
指
導
者
の
養
成

④
捕
獲
結
果
（
６
頭
）
デ
ー
タ
の
整
理

等
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、
今
年
度
の
実

証
試
験
に
つ
い
て
、
昨
年
度
と
の
相
違
点

や
取
組
み
状
況
等
を
説
明
し
ま
し
た
。

最
後
に
「
天
竜
林
業
流
域
に
お
け
る
架

線
系
作
業
シ
ス
テ
ム
の
取
組
み
状
況
」
と

題
し
て
（
株
）
フ
ジ
イ
チ
よ
り
林
分
状
況

や
地
形
に
応
じ
た
搬
出
方
法
に
つ
い
て
ス

ラ
イ
ド
を
交
え
熱
心
に
説
明
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

【

意
見
交
換
会

】

意
見
交
換
会
で
は
、
静
岡
県
か
ら
今
年

度
か
ら
新
た
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
主
伐
・

再
造
林
に
向
け
た
モ
デ
ル
事
業
の
概
要
」

や
、
浜
松
市
か
ら
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
の
取
組
み
状
況
」
、
更
に
天
竜
流
域

林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
や
今
年
度
の
実
証

試
験
地
を
受
注
し
て
い
る
春
野
森
林
組
合

か
ら
「
架
線
系
技
術
者
の
育
成
が
極
め
て

重
要
で
あ
る
」
と
の
発
言
を
い
た
だ
き
、

本
報
告
会
・
意
見
交
換
会
が
川
上
に
お
け

る
民
国
連
携
し
た
効
率
的
な
木
材
搬
出
手

法
の
確
立
に
つ
な
が
り
民
有
林
に
普
及
で

き
る
こ
と
を
期
待
し
、
終
了
し
ま
し
た
。

な
お
、
２
日
目
に
は
、
局
署
の
国
有
林

関
係
者
と
静
岡
県
が
参
加
し
て
実
証
試
験

地
や
民
有
林
主
伐
箇
所
に
お
け
る
高
速
搬

器
を
用
い
た
架
線
系
作
業
シ
ス
テ
ム
の
現

地
見
学
を
行
い
、
実
証
試
験
の
普
及
状
況

（３）平成２７年１０月３０日 関 東 森 林 管 理 局 第１３６号

報告会・意見交換会

中谷静岡県森林組合連合会代表理事の来賓挨拶

現
地
検
討
会



や
主
伐
・
再
造
林
に
お
け
る
生
産
性
向
上

等
に
つ
い
て
情
報
共
有
を
図
り
ま
し
た
。

天
竜
森
林
管
理
署
は
、
静
岡
県
立
農
林

大
学
校
か
ら
、
養
成
部
林
業
学
科
に
お
け

る
「
森
林
林
業
基
礎
」
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

で
国
有
林
に
つ
い
て
学
習
を
行
っ
て
お
り
、

更
に
理
解
を
深
め
る
た
め
国
有
林
野
の
管

理
業
務
等
に
つ
い
て
の
講
座
開
催
の
要
請

を
う
け
て
、
平
成
27
年
７
月
８
日
（
水
）
、

「
森
林
・
林
業
講
座
」
を
開
講
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
養
成
部
林
業
学
科
１
年
生
７

名
に
対
し
天
竜
森
林
管
理
署
職
員
か
ら
、

森
林
・
林
業
白
書
の
ポ
イ
ン
ト
、
治
山
業

務
や
森
林
官
業
務
（
造
林
、
生
産
、
管
理

等
）
の
説
明
を
行
い
、
そ
の
後
の
意
見
交

換
会
で
は
「
受
験
の
動
機
に
つ
い
て
教
え

て
欲
し
い
」
「
国
有
林
の
仕
事
で
大
変
だ

と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
」
「
職
場

の
転
勤
は
何
年
位
で
あ
り
ま
す
か
」
「
森

林
管
理
署
に
入
庁
し
よ
う
と
思
っ
た
理
由

は
何
で
す
か
」
な
ど
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。森

林
管
理
署
か
ら
は
、
平
成
23
年
度
採

用
の
職
員(

同
校
卒
業
生)

が
受
験
の
動
機

や
合
格
に
至
る
ま
で
の
体
験
談
を
話
す
な

ど
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
講
座

を
終
了
し
ま
し
た
。

今
後
に
お
い
て
も
、
高
校
等
の
要
請
に

応
じ
て
森
林
・
林
業
政
策
に
つ
い
て
の
説

明
会
や
国
有
林
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
活
用
し

た
技
術
実
習
の
受
け
入
れ
に
取
り
組
み
、

優
秀
な
新
規
採
用
者
の
確
保
や
将
来
、
森

林
・
林
業
に
携
わ
る
若
手
人
材
育
成
に
貢

献
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

平成２７年１０月３０日 関 東 森 林 管 理 局 第１３６号（４）

高速搬器による架線系作業システム現地検討会

（民有林（掛川森林組合）主伐箇所）

今
月
の
表
紙

平
成
27
年
度
羽
黒
地
区
予
防
治

山
工
事
（
落
石
防
護
柵
工[

ロ
ー

プ
伏
工]

）

当
該
箇
所
は
、
新
潟
県
の
北
部
、
胎
内

市
羽
黒
地
区
白
鳥
国
有
林
７
林
班
で
、
国

道
７
号
線
に
沿
っ
た
日
本
一
小
さ
い
「
櫛

形
山
脈
」
の
最
北
端
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

地
元
で
は
、
鳥
坂
山
（
と
っ
さ
か
や
ま
）

又
は
白
鳥
山
の
名
称
で
親
し
ま
れ
（
標
高

２
９
８
ｍ
）
、
中
世
越
後
の
武
将
中
条
氏

の
居
館
だ
っ
た
実
城
跡
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
中
腹
で
、
永
年
、
日
本
海
の
風
雪

に
さ
ら
さ
れ
、
岩
盤
の
落
石
が
発
生
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
予
防
の
た
め
の
ロ
ー
プ

伏
工
１
９
９
４
㎡
を
今
年
11
月
末
（
工
期

期
限
12
月
11
日
）
ま
で
に
完
成
す
る
予
定

で
す
。

平成２７年度実証試験地現地検討会

（春野町狙小路国有林）

「
森
林
・
林
業
講
座
」
を
開
講

（
天
竜
森
林
管
理
署
）

説明を受ける学生

意見交換会



高
尾
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
で

は
、
森
林
と
ふ
れ
あ
い
た
い
と
い
う
市
民

の
要
請
に
応
え
る
た
め
、
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
夏
期
以
降
に

実
施
し
た
活
動
の
中
か
ら
い
く
つ
か
ご
紹

介
し
ま
す
。

【
森
林
カ
レ
ッ
ジ
】

今
年
度
３
回
目
の
森
林
カ
レ
ッ
ジ
は
、

元
森
林
総
合
研
究
所
多
摩
森
林
科
学
園
園

長
の
三
輪
雄
四
郎
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、

大
平
国
有
林
の
森
林
ふ
れ
あ
い
館
で
９
月

12
日
（
土
）
に
受
講
生
生
22
名
が
参
加
し

実
施
し
ま
し
た
。

午
前
の
講
義
は
、
「
木
の
成
長
と
し
く

み
」
と
題
し
、
樹
木
が
太
く
な
る
肥
大
成

長
と
高
く
な
る
伸
長
成
長
、
竹
の
成
長
、

木
材
の
比
重
の
違
い
や
木
材
の
組
織
、
形

成
層
の
細
胞
分
裂
等
に
つ
い
て
、
写
真
や

様
々
な
木
片
を
用
い
て
わ
か
り
や
す
く
解

説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
後
の
実
習
は
、
大
平
国
有
林
内
で
ス

ギ
の
間
伐
作
業
と
玉
切
・
搬
出
作
業
を
行

い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
「
樹
木
と

竹
の
仕
組
み
等
、
新
た
な
知
識
を
吸
収
す

る
こ
と
が
で
き
た
」
「
間
伐
を
体
験
し
、

林
業
に
携
わ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
の
大
変
さ

が
わ
か
っ
た
」
等
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

【
ク
ラ
フ
ト
教
室
】

８
月
11
日
、
当
セ
ン
タ
ー
の
隣
に
八
王

子
市
が
開
設
し
た
観
光
の
シ
ン
ボ
ル
「
高

尾
山
」
の
魅
力
を
発
信
す
る
観
光
施
設

「
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｏ
５
９
９
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
」

の
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
、
当
セ
ン
タ
ー
ク

ラ
フ
ト
体
験
室
に
お
い
て
、
8
月
10
日
か

ら
16
日
ま
で
の
一
週
間
、
山
の
日
制
定
を

記
念
し
、
小
学
生
以
下
の
児
童
を
対
象
に

「
夏
休
み
特
別
企
画
・
期
間
限
定
ク
ラ
フ

ト
教
室
」
を
開
催
し
、
連
日
、
満
員
御
礼

で
作
品
作
り
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。な

お
、
ク
ラ
フ
ト
体
験
室
は
、
「
Ｔ
Ａ

Ｋ
Ａ
Ｏ
５
９
９
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
」
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
ク
ラ
フ
ト
体
験
の
ほ
か
、

森
林
・
林
業
に
関
す
る
情
報
・
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
フ
ト
体
験
室

は
、
年
末
年
始
を
除
き
無
休
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

【
協
定
イ
ベ
ン
ト
】

今
年
度
、
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
事
業
の

協
定
を
締
結
し
た
団
体
は
５
団
体
で
す
。

そ
の
う
ち
「
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
東

京
会(

Ｆ
Ｉ
Ｔ)

」
は
、
年
間
18
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
す
る
団
体
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
か
ら
夏
期
の
活
動
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

7
月
18
日
、
毎
年
度
大
人
気
の
イ
ベ
ン

ト
「
小
下
沢
の
渓
流
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
歩
き
」

を
25
家
族
60
名
の
参
加
に
よ
り
実
施
し
ま

し
た
。
午
前
は
、
林
道
脇
の
ア
ブ
ラ
チ
ャ

ン
、
マ
タ
タ
ビ
、
ミ
ツ
バ
ウ
ツ
ギ
、
コ
ウ

ゾ
な
ど
の
植
物
や
昆
虫
類
を
観
察
。
午
後

は
、
お
待
ち
か
ね
の
渓
流
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ

歩
き
を
実
施
し
、
子
供
た
ち
は
、
五
感
を

フ
ル
に
使
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

（５）平成２７年１０月３０日 関 東 森 林 管 理 局 第１３６号

（写真：森林カレッジ）

（写真：クラフト教室）

（写真：手前が599MUSEUM、奥が当センター）

（写真：渓流ジャブジャブ歩き）



高
部
森
林
事
務
所
管
内
は
、
茨
城
県
北

の
常
陸
大
宮
市
（
旧
美
和
村
、
旧
山
方
町

の
一
部
）
を
管
轄
区
域
と
し
て
、
栃
木
県

那
珂
川
町
（
旧
馬
頭
町
）
の
県
境
付
近
に

位
置
し
、
八
溝
山
地
か
ら
流
れ
る
久
慈
川

と
、
那
須
連
山
か
ら
流
れ
る
那
珂
川
に
挟

ま
れ
た
、
肥
沃
な
大
地
と
降
雨
量
に
恵
ま

れ
た
地
域
で
す
。

こ
の
地
域
は
標
高
３
０
０
～
５
０
０
ｍ

の
多
く
の
低
山
に
囲
ま
れ
、
古
く
か
ら
木

材
生
産
を
主
体
に
シ
イ
タ
ケ
等
の
林
産
物

の
販
売
・
加
工
を
生
業
と
し
た
林
業
意
識

の
高
い
地
域
で
あ
り
、
完
満
・
通
直
な
高

品
質
で
評
価
の
高
い
八
溝
ス
ギ
の
生
産
が

有
名
で
す
。

ま
た
、
特
産
品
の
販
売
所
「
道
の
駅
美

和
」
や
、
鷲
子
山(

と
り
の
こ
さ
ん)

風
景

林
に
隣
接
し
た
鷲
子
山
上
神
社
（
国
有
林

外
）
が
あ
り
、
特
に
、
天
狗
が
走
っ
て
登
っ

た
と
言
わ
れ
る
「
天
狗
の
足
跡
ス
ギ
」
は
、

土
日
や
連
休
に
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
い

ま
す
。

管
内
面
積
は
約
１
５
０
０
㌶
と
少
な
い

な
が
ら
も
、
分
収
林
箇
所
が
契
約
当
初
で

41
箇
所
、
約
２
３
３
㌶
あ
り
、
現
在
ま
で

に
約
80
㌶
の
伐
採
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

後
５
年
の
間
に
そ
の
約
半
数
が
契
約
満
了

を
向
か
え
る
伐
期
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
平

成
30
年
に
は
下
刈
造
林
地
が
約
１
０
０
㌶

を
超
え
る
見
通
し
で
す
。

当
管
内
は
、
搬
出
が
概
ね
容
易
で
あ
る

事
か
ら
、
製
品
生
産
（
保
育
間
伐
活
用
型
）

や
主
伐
に
よ
る
立
木
販
売
等
が
多
く
予
定

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
調
査
に
当
た
っ
て
は

境
界
巡
検
等
を
行
い
境
界
の
不
明
点
の
解

消
や
紛
争
の
防
止
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

国
有
林
と
同
様
に
県
・
民
有
林
で
も
、

茨
城
県
の
森
林
湖
沼
環
境
税
を
活
用
し
た

高
性
能
林
業
機
械
に
よ
る
間
伐
の
実
施
や
、

市
内
に
国
内
有
数
規
模
の
木
材
関
連
施
設
・

宮
の
郷
工
業
団
地
が
立
地
さ
れ
て
い
る
た

め
、
地
力
・
地
利
の
良
さ
を
生
か
し
た
林

業
経
営
を
行
え
る
地
域
で
す
。

一
方
で
、
材
価
の
低
迷
や
林
業
従
事
者

の
減
少
と
高
齢
化
も
危
惧
さ
れ
る
な
ど
、

諸
課
題
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
分

収
造
林
契
約
者
の
ピ
ジ
ョ
ン
（
株
）
が
掲

げ
る
「
育
児
と
育
樹
は
一
緒
」
の
姿
勢
で
、

伐
採
・
再
造
林
を
繰
り
返
し
な
が
ら
適
正

に
公
益
的
機
能
を
維
持
し
な
が
ら
、
旧
村

名
「
美
和
」
に
ふ
さ
わ
し
い
国
有
林
を
目

指
し
て
、
丁
寧
な
山
作
り
を
し
て
い
く
考

え
で
す
。

平成２７年１０月３０日 関 東 森 林 管 理 局 第１３６号（６）

鷲子山上神社境内の入口

保育間伐活用型作業風景

尺丈山（標高511ｍ）から望む管内の人工林 天狗の足跡スギ

分収造林ピジョン（株）の造林地
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